
Ⅱ．応募・選考要領 Ｃ．さきがけ 

研究提案書（様式）の記入要領 （さきがけ - 様式１） 

さきがけ 研究提案書 

応募研究領域  

研究課題名 （20 字程度） 

研究者氏名  

所属機関・部署・役職   

研究者番号 
（科学研究費補助金研究者番号がある方はその番号、ない方はe-Rad（府省

共通研究開発管理システム〔 http://www.e-rad.go.jp/〕）へ研究者情報を登録

した際に付与される 8 桁の研究者番号を記載して下さい。） 

学歴 

（大学卒業以降） 

（記入例） 
平成◯◯年 ◯◯大学◯◯学部卒業 
平成◯◯年 ◯◯大学大学院○○研究科修士課程○○専攻修了 
      （指導教官：○○○○教授） 
平成○○年  ◯◯大学大学院◯◯研究科博士課程○○専攻修了 
      （指導教官：○○○○教授） 

平成○○年 博士（○○学）（○○大学）取得 

研究歴 

（主な職歴と 

研究内容） 

（記入例） 
平成◯◯年～◯◯年 ◯◯大学◯◯学部 助手 
○○教授研究室で◯◯◯◯◯について研究 
平成◯◯年～現在  ◯◯研究所 研究員 
○○博士研究室で◯◯◯に関する研究に従事 

希 望 す る 研 究 期

間・研究費 

□３年間    □５年間（平成 20、21 年度発足領域のみ） 
全研究期間での研究費希望総額（     万円） 
※間接経費を含まない額を記入して下さい。 

大挑戦型の希望 

（平成 20、21 年度

発足領域のみ）

□ 大挑戦型としての審査も希望する 
※希望する場合は、様式７を作成して下さい。 
※審査により、通常型で採択される場合があります。 
※大挑戦型のみの応募はできません。 

研究実施場所に 

ついての希望 
□現所属機関  
□その他（研究実施場所：              ） 

・応募研究領域 
研究提案の応募は、「CREST」および「さきがけ」の全研究領域を通じて１件のみ可能です。 
・研究者番号 
応募は e-Rad より行っていただきますが、e-Rad の利用に当たっては、事前に e-Rad への

研究者情報の登録が必要です。e-Rad ログイン ID がない方は、所属研究機関の担当者、

もしくは参考３に記載の e-Rad ヘルプデスクへお早めにお問い合せください。 
・研究実施場所についての希望 
研究を行う予定の場所にチェックをしてください。 
「□その他」を選ばれた方については、採択された際にご相談させていただくこととなり

ます。なお、応募に際しての事前のご相談もお受けします。 

http://www.e-rad.go.jp/


Ⅱ．応募・選考要領 Ｃ．さきがけ 

（さきがけ - 様式２） 

研究課題要旨 
○ 研究課題要旨 

４００字程度で「研究構想」（さきがけ - 様式３）の要点をまとめて下さい。 

 

 

 
○ 提案内容に関するキーワード 

研究課題を理解する上で有効なものについて、巻末（参考１）のキーワード表から最

も近いと思われるものを５つまで選び、“番号”と“キーワード”をご記入下さい。キ

ーワード表に該当するものがない場合は、頭に“＊”をつけ、独自にキーワードを記

入して下さい。 
 

（記入例）No.001 遺伝子、No.002 ゲノム、No.010 発生分化、＊○○○ 

 

 

 
○ 分野 

研究課題の分類される分野に関し、巻末（参考２）の研究分野表から最も近いと思わ

れるものについて、主分野は１個、副分野は１～３個以内を選び、“番号”と“研究区

分”をご記入下さい。 

 
（記入例）主分野 ： No.0101 ゲノム 

副分野 ： No.0102 医学・医療、No.0104 脳科学 
 

 

 
○ 照会先 

当該研究課題について良くご存じの方を２名挙げて下さい（外国人でも可）。それぞれ

の方の氏名、所属、連絡先（電話/FAX/電子メールアドレス）をご記入下さい。選考

（事前評価）の過程で、評価者（研究総括および領域アドバイザー）が、本研究提案

に関して照会する場合があります。この照会先の記載は必須ではありません。 

 



Ⅱ．応募・選考要領 Ｃ．さきがけ 

（さきがけ- 様式３） 
研究構想 

・ 評価者が理解しやすいように記述して下さい。そのため、必要に応じて図や表も用

いて下さい。 
・ A4 用紙 5 枚程度を目安としますが、必要十分な記述が重要ですので、分量は定

めません。 

 

 

 

 
１．研究のねらい 

 

 
２．研究の背景 

 当該研究構想に至った経緯、ご自身のこれまでの研究との関連等を記述して下さい。 

 

 
３．研究の独創性・新規性および類似研究との比較 

 関連分野の国内外の研究動向を含めて記述して下さい。 

 

 
４．研究内容 

 研究の必要性、予備的な知見やデータと具体的な研究項目と、その進め方（目的・目

標達成に当たって予想される問題点とその解決策等を含む）を項目ごとに整理し、記述

して下さい。 

 

 
５．研究の将来展望 

 期待される研究成果、将来展望、知的資産の形成、新技術の創製といった将来的な社

会への貢献の内容等について、記述して下さい。 

 



Ⅱ．応募・選考要領 Ｃ．さきがけ 

（さきがけ- 様式４） 

論文・著書・特許リスト 
 
○ 主要文献 

近年に学術誌等に発表した論文、著書等のうち重要なものを、現在から順に発表年次

を過去に遡って記入して下さい。提案者本人が筆頭著者のものについては頭に＊印を付

けて下さい。記載項目は以下の通りです。項目順は自由です。 

 
著者（著者は全て記入して下さい。）・発表論文名・掲載誌・巻号・ページ・発表年 

   

 

 

 
○ 参考文献 

上記以外にも研究提案を理解する上で必要な関連文献がありましたら挙げて下さい。

（提案者本人が筆頭著者のものがあれば頭に＊印を付けて下さい。）記載項目は以下

の通りです。項目順は自由です。 

 
  著者（著者は全て記入して下さい。）・発表論文名・掲載誌・巻号・ページ・発表年 

 

 

 
○ 主要特許 

記載項目は以下の通りです。項目順は自由です。 

  出願番号・発明者・発明の名称・出願人・出願日 

 



Ⅱ．応募・選考要領 Ｃ．さきがけ 

（さきがけ - 様式５） 

他制度での助成等の有無 
 
提案者ご自身が、現在受けている、あるいは申請中・申請予定の国の競争的資金制度や

その他の研究助成等制度での助成等について、制度名ごとに、研究課題名、研究期間、

役割（代表者、あるいは分担者等）、研究費の額、エフォート等を明記して下さい。記入

内容が事実と異なる場合には、採択されても後日取り消しとなる場合があります。 

 
（記入例） 

制度名1) 研究課題名 
（代表者名） 

研究 
期間 

役割2)

(代表/
分担)

研究費(千円) 3)

(1)H21 年度 
(2)期間全体 

ｴﾌｫｰﾄ

(％)4)

さきがけ  80 

科学研究費補助金

（基盤研究 C） 
○○○○○○○

○○○ 
H20.4 ～

H23.3 

代表 (1)2,000 

(2)3,000 

10 

5)・・・      

・・・      

 

 

 
 

 

 

 

 

 

１） 現在受けている、又は採択が決定している助成等について、研究費（期間全体）が多い順に記載して下

さい。その後に、申請中・申請予定の助成等を記載して下さい（「制度名」の欄に「（申請中）」などど明

記して下さい。 

２） 「役割」は、代表又は分担等を記載して下さい。 

３） 「研究費（千円）」は、ご本人が受給している金額を記載して下さい。 

４） 「エフォート」は、年間の全仕事時間（研究活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む）を 

100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）を記載して下さい。【この

エフォートの定義は、総合科学技術会議によるものです。】 申請中・申請予定の助成等のエフォートは

記載せず、さきがけのみに採択されると想定した場合の、現在受けている助成等のエフォートを記載し

て下さい。さきがけのエフォートと、現在受けている助成等のエフォートを合計して 100％を超えない

ようにして下さい。

５） 必要に応じて行を増減して下さい。 



Ⅱ．応募・選考要領 Ｃ．さきがけ 

（さきがけ - 様式６） 

その他特記事項 
 

・戦略的創造研究推進事業に応募した理由、研究に際してのご希望、ご事情その他につ

いて、自由に記入して下さい。 

・海外での研究実施を希望される場合は、その理由をこちらに記載して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．応募・選考要領 Ｃ．さきがけ 

（さきがけ - 様式７） 

 
大挑戦型審査資料 

 
※大挑戦型の 3 次選考では、この資料のみを用いてマスキング審査を行いますので、個

人が特定できないように記述して下さい。 

※異分野の審査員が理解しやすいように記述して下さい。 

※Ａ４用紙 2 枚以内で作成して下さい。 

 

１． 研究の概要 

４００字以内で研究の概要をまとめて下さい。 

 

 

 
２． 研究の革新性、独創性 

従来の常識を打ち破る斬新で革新的な発想、研究の進展により新しい発見やイノベーシ

ョンを誘発する可能性、既存の学術領域に変革をもたらす可能性、新しい学術領域を創

出する可能性等について記述して下さい。 

 

 

 
３． 挑戦目標と目標達成に向けた構想 

大挑戦型として研究期間に目指す目標を記述して下さい。また、挑戦目標を達成するた

めの道筋（５年型の場合、研究開始３年後を想定した中間目標も含む）、予備的知見やデ

ータなどの手掛かり、予想される問題点についても記述して下さい 

 

 

 

 

 

 
４．将来的な社会、経済、学術へのインパクトおよび波及効果 

１０～２０年後に期待されるインパクトおよび波及効果を記述して下さい。 

 

 

  


	　

